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§1導入

任意の素数pに対して，位数pの射影平面は存在する。例えばデザルグ平
面 PG(2,p)は位数pの射影平面である。しかしながらPG(2,p)以外の位数

pの射影平面は知られていない。素数位数の非デザルグ平面は存在するか否
か，という間いは有名である。

T を任意の有限射影平面とし，その位数をnとする。T は部分結合構造と
して maximalholesを持つ対称可除デザインSDD i [n,n-1,n+l] Dを含
む。（逆に任意の maximalholesを持つSDD1 [n,n-1,n+1]は位数nのある
射影平面に一意的に拡大できる。） もし，T が中心と軸を共有するhomology
group Gけのある特別な自己同型群） を持つならば，Gが自己同型群として
遺伝するような，maximalholesを持つSDD 1 [n,n-1, n+ 1] Dを構成するこ
とが出来る。Gの位数は小さくて , IGll(n-1)であることがわかる。そこでn
が素数pであるとき，IGll(p-1)であるような 中心と軸を共有するhomology
group Gを持つ，maximalholesを持つSDD1 [n,n-1,n+1] Dを調べれば，
素数位数pの射影平面について何らかの情報が得られるのではないか，とい
うのが我々の研究の視点である。

クラス正則な対称可除デザインSDD入 [k,u,k+1], k = u入+1 には g en­
eralized conference matricesが対応していることが知られている。我々はこ

のようなSDD の全自己同型群を計算する方法とこのようなSDD間の同型非
同型を判定する方法を提案する。特にSDD.>.[2入+1,2,2入+2], 入＝奇数に対
しては，これが maximalholesを持ち，位数2入+2の歪対称アダマ ール行列
に対応していていることを証明する。

なお，先行研究の情報については，宗政先生に色々と教えていただいた。
そこでこのノ ートのタイトルは，Symmetricdivisible designs and g en eralized 
conference matricesとすべきだったかも知れない。小さい自己同型群を持つ
素数位数の射影平面の研究は，まだスタ ート地点である。

§2対称可除デザイン

定義2.1 m,u,k を正の整数，k�2, ふ，入2 を非負整数とする。D=
ゅ，B,I) を結合構造とする。点pEPとブロックBEBに対して， (p)= 
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